
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【豊岡市生活支援体制整備事業】 

 

とよおか・  便り 
                   豊岡市社会福祉協議会 地域福祉課 

生活支援係 発行 ☏２３－２５７３ 

令和５年４月発行 

この便りは、生活支援コーディネーターの活動や地域・企業・団体等の皆さんの地域福祉活動、豊岡 

市社会福祉協議会の取り組みなど、さまざまな情報を発信するものです。 これまでに発行した便り

は、豊岡市社会福祉協議会ホームページにて公開していますので、ぜひ ご覧ください！ 
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豊岡市社会福祉協議会では、生活支援コーディネーターを配置し、地域（地区・行政区

等）や企業・団体等の地域福祉活動を応援しています。 

地域に出向き、地域の皆さんの声（こうなったらいいのに、こんな課題がある等）を聞

き、豊岡がより良い地域となるように皆さんと一緒に考え、サポートします。 
 
【参 考】 

生活支援コーディネーターは、地域の支え合いを推進する役割のもと法律に基づき設

置されています。豊岡市では「地域福祉活動を推進すること」を目的とする豊岡市社会福

祉協議会が業務を行っています。 

今回、交流拠点活動をされている皆さんが集い、交流する場を作

りました！各活動されている拠点をオンラインでつなぎ、【活動して

いて気付いたこと】、【活動をするうえで大切にしていること】など、

さまざまなことを話し合いました。 

 

・よりたくさんの人に活動に興味関心を持ってもらえるようＳＮＳを活

用している。また、より多くの人に応援してもらえるよう、色んな方々

に協力してもらいながら盛り上げている。 

・末永く続けていくためには、健康面を大切にして次の世代へと引き継

いでいけるように色々な年代とつながることが大切。 

・これからもより多くの活動団体とつながっていくことが大切。そこか

ら活動のヒントが得られる。 

・コロナ禍でなかなか思うように活動はできなかったが 

スタッフのメンバーと話し合いを重ね、「出張型の喫茶」、「屋外

で花や野菜を育てた」、「感染対策の徹底を行った」 

・拠点を閉めてしまうと、皆の居場所がなくなり認知症の方が増

えたりしないかと考え、活動を続けている。 

・子どもから大人までたくさんの人に来てもらえるように頑張っ

ている！ 

見てね！ 
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今回は住民交流拠点づくり活動助成事業を活用した集いの場をご紹介しました。取材をさせてい

ただく中で、コロナ禍でも地域のつながりが途切れることのないよう、屋外での活動や、時間を分

け密にならない工夫をしながら活動されている姿がありました。コロナも心配ではありますが、閉

じこもりの方が心配で、誰かとのつながりが必要という声もありました。コロナ禍で活動を続ける

ことによって新たなつながりが生まれ、活動を始められた方もいます。 
 

豊岡市社協ではそのような活動を YouTubeで配信しています！ 

新作動画を順次アップしていきますので、ぜひご覧ください！ 

生活支援コーディネーター ひと言メモ 

豊岡市社会福祉協議会 

YouTube チャンネル  

  



詳細は裏面に記載しています！ 

 

 

詳細は社協ホームページをご覧ください  

 

令和４年度も、たくさんの方々との が広がりました！ 

～地域のさまざまな活動を生活支援コーディネーターも応援しています～ 

中竹野地区 ふれあい喫茶「元気かぇ～」では社協の福祉車

両を活用して、サロンに参加者される皆さんを送迎されてい

ます。特に、これまで参加しづらかった車いす利用の方も送迎

があることで、参加できるようになりました。 

参加者の皆さんは、楽しくお話をして「生きがい・やりがい」

を感じているようです。毎月楽しみにされています。 

 

豊岡市社協 福祉車両貸出事業 

※詳細や利用については、お問い合わせください。 

利用には、事前申し込みが必要です 

区の中で「買い物に困っている方の手助けをした

い」という地域の皆さんの想いから社協の福祉車両を

活用して始まった取り組みです。 

参加者からは「久しぶりの買い物で楽しいです！」と

車内は笑顔があふれているようです。 

 

 

「YouTube」でも紹介しています。 

ぜひご覧ください。 

 

住民交流拠点づくり活動助成事業助成を受けられている団体の 

①横のつながりづくりの場（悩みや課題の共有） 

②今後の活動に向けたアイディアを得る場（活動継続に向けた場） 

③団体同士協力して新たな取り組み等を考える場（生み出す場） 

として、団体同士におけるネットワークづくりをオンラインで開催しま

した。 

「見守り×社会参加×買い物支援」の３つの柱が取り

組み化されています。 

見守り個配サービスの利用者も毎週の配達を楽しみ

にされています。また、障がい者団体の方もやりがいを

感じながら取り組まれています。 

 

 

「YouTube」でも紹介しています。 

ぜひご覧ください。 

 福祉会議から、地区内の医療・福祉施設の方々との意

見交換会を開催されました。その後の広がりとして 

〇医師による健康講演会 

〇福祉施設の福祉車両を活用した送迎 

〇薬局による健康チェック 

を実施されました。たくさんのつながりの輪を広げられ

ています。 

二次元コード 
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買い物支援マップ 

 買い物支援ネットワーク会議では、市内で買い物支

援等を実施・検討されている企業と情報交換行って

います。市・社協・企業等が連携・協働することで、買

い物に困っている方を支援する取り組みについて話

し合い、今後の対策について検討していくことを目

的に開催しています。 

※今年度は買い物支援マップを作成しました。 
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【買い物支援ネットワーク会議】 


